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要　旨
乳児期の児童虐待防止対策として，本研究の目的は，中学生を対象とする親性準備性学習，特
に，乳児とのふれあい体験学習やいのちの学習（思春期保健）の学習効果の継続性に影響を及ぼす
要因，親準備性に影響を及ぼす要因について検証し，実践への示唆につなげる一助とすることで
ある．研究方法は，先行研究の文献検討とともに，プログラム実施者への半構造化インタビュー
を行い，データー分析した．結果として，児童虐待防止と親性準備性学習の意義が示唆された．
Abstract
As a preventive measure to child abuse in infancy, short-term courses have been held 
for introducing readiness for parenting to junior high school students. The main 
findings from these courses support the significance of  the contact experience with 
babies and the lessons on life as adolescent education. From these activities, it is 
discussed which factors would inﬂuence the continuity and prevalence of  learning effect 
and affect the readiness for parenthood. This research examines the earlier literatures 
and analyzes the data of  the half-structured interviews to the practitioners. In 
conclusion, the analysis suggests theprevention of  child abuse and the learning of  
readiness to become a parent.
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key words： readiness to become a parenthood, `Connectedness′, contact experience learning, 
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Ⅰ　緒言
１. 問題の背景
児童虐待相談件数の増加と痛ましい虐待死亡事例
報告は，従来母子保健事業で実施してきた母子健康
手帳の交付，妊産婦・乳幼児の健康診査・保健指導で
は，児童虐待予防効果が果たせないという現実を保
健師に突きつける．2017年度の「子ども虐待による
死亡事例の検証結果等について（第13次報告）」では，
0歳児の死亡人数は30人（57.7％）であり，加害動機は
「保護を怠ったことによる死亡」と「泣きやまないこ
とにいらだったため」が多かった． 
柏女霊峰は，都市化や核家族化により，血縁・地縁
型の子育てネットワークの弱体化は，母親の過重負担
となってのしかかり，「児童期から自然に身につけら
れていた親準備性の未形成等の現象も相乗的に働き，
育児と就労の両立困難といった社会問題や，子育て
不安，子ども虐待に代表される子育ての孤立化も，社
会問題として顕在化することとなった．」（柏女2013：
126）と述べている．
予期しない妊娠，産後の支援が得られない等，困難
な課題を複数抱える妊産婦は，過去の傷つき体験か
ら人への信頼感が損なわれ，相談したがうまくいか
なかった経験を重ねている．前述の第13次報告の結
果の分析では，妊娠期から支援が必要な特定妊婦へ
の対応として，その内情や生活史に踏み込んで情報
を把握する必要性が挙げられている．しかしながら，
母子保健の現場では，妊娠届出に至らない，あるいは
健診未受診のハイリスク妊婦の中でも，10代の若年
妊婦を把握する手段が乏しい現状と早期支援の必要
性に迫られている．
Ⅱ　研究目的
本研究では，乳児期の虐待防止対策の一環として，
将来養育者や支援者になりうる中学生を対象とする
親性準備性学習，特に，乳児とのふれあい体験学習や
いのちの学習（思春期保健）を通して，①親性準備性
学習の継続性に影響を及ぼす要因，②児童虐待予防
と親性準備性に影響を及ぼす要因の2点について，明
らかにする． 
地域単位で持続可能な事業として，親性準備性学
習の仕組みを構築された工夫と効果を分析し，継続
性に影響を及ぼす要因と児童虐待予防に影響する要
因の２つの視点から検証することにより，中学生の
親性準備性を育む持続可能なプログラム実践への示
唆につなげる一助とする．
Ⅲ　研究方法
1993年から各地で展開されている思春期体験学習
に関する先行研究のうち，中学生を対象とする生徒
への直接的効果についての記述文献は多数存在する．
先行研究で論述されたプログラムの効果と課題から，
親性準備性学習の継続性に影響を及ぼす要因につい
て検証するため，本研究に文献研究を採用した。さら
に，親性準備性学習が児童虐待予防に影響する要因
についての論述は，未だ存在しないため，経年的に地
域で展開されている実践者にインタビュー調査を行
う．
１. 親性準備性学習に関する文献研究
（1）CiNii Articlesにて『赤ちゃんふれあい』22件，『中学
生』2件，『親性準備性』51件をそれぞれキーワード検索
し，抽出した．（2015年6月1日から8月31日）抽出した文
献から，さらに研究目的に関連する内容が記述されてい
る文献について，関連項目等を一覧表にまとめ，比較検
証した．（表１）
（2）親性準備性学習の意義
先行研究レビューに先立ち，親性準備性の定義に
ついては，佐々木の「親性準備性とは，親性（子どもを
いつくしみ、育もうとする心性であり，幼少期から生
涯にわたり，発達する，子の親であるかどうかに限ら
ず誰もが持つ特性）の形成過程において親となる以前
から段階的に形成される資質」（佐々木2007：17）を用
いた． 
1993年から各地で展開されている思春期体験学習
プログラムは，いずれも事前学習後，学生と乳児が直
接ふれあい，母親・父親から育児についての語りを聴
き，質問するというものであった．過去に乳児との接
触体験のある学生ほど，乳児や育児に対する肯定的
感情を抱きやすく，体験学習でも，より積極的な学習
姿勢が見られる傾向にあった．体験学習前には乳児
への好意的感情に学生の男女差がみられたが，学習
後は差がなくなったことが文献検索結果から読み取
れた．（表1）
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表1　文献検索
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一方で，体験学習前からのマイナスイメージや不
安が，体験学習時に表出し，乳児の泣き行動を誘発し
て，結果として否定的感情に結びつく例も存在した．
実際の学習場面では，乳児を抱くことを避ける・戸惑
う・うろたえる学生へのファシリテーターの配慮や対
応は，無理に接触させない例が多かった．
親性準備性に関する先行研究の中には，乳児との
ふれあい体験学習が単発で実施されるものが多く，
体験に拒否的反応をみせる生徒の存在も指摘されて
いる．ライフサイクル全般を通した親性育成支援の
体系化の必要性についても報告されており，今後具
体策についても検討される必要がある．学習プログ
ラムで考慮すべき事柄として，乳児の泣き行動は，養
育者の苛立ちや衝動的言動，ときには虐待行為を引
き起こす誘因となり得ることに留意したい．乳児の
泣き行動への理解や肯定的に対処する経験が，養育
者のいら立ちや乳児に対する否定的感情を軽減させ，
虐待のリスクを回避する一助になると考える． 
親準備性の育成や児童虐待予防といった事業の目
的を掲げている場合は，より多くの生徒が，可能な限
り乳児や育児に肯定的感情を抱く有効な方法を検討
することが重要である．
（3）乳児の泣き行動と親性
乳児の泣き行動の背景には，養育者の親性と実際
の対処法が，泣いている乳児に適していないといっ
た育児の未熟さまたは体験不足，孤立しやすい育児
環境等，個別的な理由や社会的背景が考えられる．親
性準備性学習の過程から，支援者の介在下で，泣き行
動への理解や肯定的に対処する経験が有効である． 
（4）親性準備性学習の効果と課題
複数の先行研究より，親性準備性学習の結果とし
て，乳児への肯定的感情をもつ生徒の割合の増加や
乳児－生徒間の情緒的交流の変化などが見られた．
この体験の意味づけには，支援者（専門職）等の伴走
者のような存在が，目の前の生徒に寄り添い，体験を
共有することが効果的である．中学生の中には，乳児
との直接的な関係体験が乏しく，親役割や乳児の泣
き行動などについて現実的で肯定的なイメージが希
薄な生徒も少なくない．
児童虐待予防の視点からも，今後は乳児の泣き行
動に対する不安解消につながる内容を取り入れた学
習プログラムの検討が必要と考える．
２. 親性準備性学習実施者へのインタビュー 調査
２－１調査デザイン
前述の先行研究の文献検討の結果，親性準備性に
おける学習効果と未解明な課題を確認した．さらに，
以下のインタビュー調査分析結果から，親性準備性
学習の継続性に影響を及ぼす要因，親性準備性学習
が児童虐待予防に影響する要因について考察を加え
た．
２－２ 調査方法
（1）インタビュー調査（半構造化面接）
インタビュー調査協力者の選定は，調査協力者の
所属する施設または委託先において，親性準備性学
習の学習プログラムが5年以上経年的に実施されてい
ることを選定条件とした．インタビュー調査は，調査
協力者に対するインタビュー内容の分析から，親性
準備性・継続性等と関連する要因について記述する質
的研究手法である．
（2）インタビュー対象と選定方法（表2）
①内閣府ホームページから「2013年少子化社会対
策白書：中学生と赤ちゃんのふれあい体験学習」を検
索した．（2015年6月）中部地方中核市子育て支援課
主催．行政主導から学校・地区組織等主導へと移行さ
せる構想のもとに，自治会単位で支援者もボランテ
ィアとして参画している．専門職従事者として行政
保健師以外に，ファシリテータ （ー看護職等）の一般
公募・養成研修も行う．
②厚生労働省ホームページから「各都道府県の子
育て支援事業について」を閲覧し，NPO法人が運営
しているプログラムの詳細について検索したのち，
さらにBingにて『NPO　赤ちゃんふれあい体験』の
キーワードで検索したNPO法人の中から，調査協力
に同意が得られた関東圏中核市内NPO法人事業主
催者（2015年6月）．子育て経験者で構成され，保育士
等の有資格者も登録されている．地域開放型のNPO
法人活動を通じてゲスト親子を募り，小中学校等の
いのちの授業出前講座や赤ちゃんふれあい体験学習
を実施している．市の委託を受けてモデル事業とし
て開始されたが，モデル期間終了後も継続している．
立ち上げ当初から行政，市内の関係団体と密に連携
している．
③「2014年度A県市町保健師協議会事業報告」よ
り圏域ブロック第３回研修会として思春期教育を受
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託し，「学んだ内容を家庭で共有してもらうねらい」
が講演内容のコアである関西圏の開業助産師の情報
を抽出した（2015年5月）．行政から委託されて，町内
小中学校のいのちの授業出前講座に経年的に携わっ
ている．開業助産師であり，上級思春期保健相談士
資格も有するため，出前講座を受講した生徒からの
相談や成人になった生徒の分娩に立ち会う経験も有
する．
④Bingにて『いのちの授業』のキーワードで抽出
した関西圏政令市内の開業助産院．年間100回を超
える学習プログラムを全県下にとどまらず近隣地域
からの講演依頼，政令市からの委託事業等を継続実
施している．志を共にする助産師６名が集結して事
業を立ち上げ，オリジナル教材の開発や発達段階に
合わせた講演内容についても精査されている．
⑤検索結果にもとづき，それぞれの調査協力者ご
とに，実施されているプログラムについて，㋐中学生
の特定の学年全員を対象とし，同じプログラム内容
を実施している．㋑ふれあい体験は乳児（0歳児）に限
定している．㋒プログラムを5年以上継続している．
㋓企画・運営に行政・地区組織等関連団体が参画して
いる．これら㋐から㋓をすべて満たすことを選定基
準としてインタビュー調査にて，①から④の実施内
容を確認した．実施主体は行政と行政以外が同数に
なるようにし，調査協力の同意を得た．
（3）調査方法と倫理的配慮
調査協力者の選定にあたっては，勤務先の所属長
から推薦者を募り，地域に偏りがないよう選定した．
研究協力依頼は，所属長及び調査協力者本人に電話
及び文書で行い，説明文書を用いて，対面による口頭
での説明を研究者が行い，書面による同意を得た．説
明文書には，研究目的・方法，個人情報遵守事項のほ
か，本研究への参加・不参加は任意であること，同意
の拒否，撤回または中止した場合でも不利益はないこ
と，協力機関や個人が特定されないことを記述した．
2015年7月15日から9月8日に，調査協力者にイン
タビューガイドに基づく半構造化面接を行い，中学生
の親性準備性とプログラムの継続性に影響を及ぼし
た要因について明らかになるように聴取した．面接
は，毎回40分以内とし，場所は協力者が指定した場所
（所属機関の会議室等の個室）で行った．面接は筆者
が行い，協力者に対面し，文書によって研究の意義，
研究方法，個人情報遵守事項，予想される不利益，研
究結果報告等について口頭で説明し，書面による同
意を得た．協力者の了解を得て，面接内容を録音する
とともに，必要時メモをとり，録音内容を後日逐語録
に起こす際には，個人が特定されないようにした． 
個人情報・資料・データ管理を慎重かつ厳正に取り扱
う等，倫理的配慮を十分に行った．
表2　調査対象の概要
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（4）分析方法
面接内容から逐語録を作成し，中学生の親性準備
性学習の継続性に影響を及ぼす要因，さらには，親性
準備性学習が児童虐待予防に影響を及ぼす要因につ
いて，現場を内側から理解して橋渡しをする，素材を
活かすエスノグラフィ （ー小田2010：６）の特徴と原
則に従い，「データ（素材）」を抽出し，事例間で類似す
るデータを組み合わせて「見出し」を付け，まとまっ
た見出しに適した概念を「鍵概念」として名称を付し
た（表3）．さらに，鍵概念と鍵概念を関係づけ，理論的
考察を行った．
分析の信頼性，概念の相対化と理論的妥当性につ
いては，4施設5名すべてのインタビュー調査協力者
に，鍵概念，見出し，データについて，疑問や不適切さ
がないか確認を得ることで，それらの妥当性を担保
した．
これらの分析結果をもとに ,児童虐待予防との関連
要因に着目し，親性準備性学習が児童虐待予防にど
のような影響を及ぼすのかという視点での考察を加
えた．
Ⅳ　結果
１．調査対象者の意図する学習のねらい
調査協力者へのインタビューを通じて明らかにな
ったこととして，全員が親性準備性学習のなかでも，
男女が互いの性を理解し支え合う内容のいのちの授
業を重視していた．さらに，オリジナルの学習教材を
現場実践で活用し，生徒の心に残る学習効果を意図
した工夫がなされていた．乳児とのふれあい体験に
おいても， 生徒の理解を深める教材や用語の工夫等，
生徒も乳児の保護者も満足度の高い内容になるよう
にとの思いが協力者の語りから明らかになった．将
来，親になる可能性のある生徒への期待と，かけがえ
のないいのちに対するいとおしさが手作り教材から
示されていた．
２. 親性準備性学習と生徒の反応
乳児とのふれあい体験学習の終盤で，担任教諭自
身が妊娠の事実を生徒にどう伝えるか悩んでいた時
期でもあった一事例に関する語りから，学習直後の
生徒の変化が読み取れる．
「クラスで発表するときにどんな反応が返ってくる
のか何かイマイチ怖かったってこともあって，助産
師さんから，担任の先生のおなかに一つのいのちが
宿ってるから，みんな優しくできるよねっていうふ
うな形で，その時発表したんですね．そのことがあっ
てから，男子生徒が優しくなって，荷物は持ってくれ
たり，高いところのものをとってくれたりだとか．す
ごく走り回ったりしなくなったんですよ．先生の前
で（笑）．」
３. 乳児への適切な対処行動に影響を与える要因
親性準備性学習へのアプローチの鍵概念として，
【乳児（いのち）とこころが響き合い，信じあえる関係
形成】【泣き行動への対処法の習得による安心感】【親
役割の意識化】【生徒の成熟度や学習到達度に合わせ
た支援方法】が生成された．得られた素材（データ）か
ら　≪乳児への共感的かかわり≫　によって，生徒
の　≪いのち（乳児）を思いやる情動体験と親性準備
性の素地≫　が，乳児を観察してその要求を察知し，
適切な対処行動が引き出されるのを可能にする．こ
のとき，乳児の愛着行動や泣いている様子を解説し，
生徒に肯定的なはたらきかけと適切な対処行動を促
し，達成感が得られるような　≪伴走者的役割を担
う支援者≫　の存在が有用である．生徒の≪学習に
対する達成感や意識が高まる支援を考えてかかわる
≫役割を支援者は担う．乳児の愛着行動や発達段階
が，生徒にとっては，程度の個人差はあるものの，強
い情動が引き起こされる体験になっていることが，事
例からうかがえる．
４．親性準備性学習の継続性に影響を与える要因
親性準備性学習の「継続性」については，インタビ
ュー調査においては，調査対象者が実施されている親
性準備性学習の学習プログラムが5年以上経年的に
実施されていることを判断基準とした．先行研究レ
ビューでは「継続性」に関する記述がないため，本研
究では，社会保障国民会議「持続可能な社会の構築」
中間とりまとめから，地域で世代間を超えて支える子
育て支援と市町村における施策の着実な実施の主旨
を参考に，暫定的に，次のように定義づけることにし
た．「親性準備性学習の継続性」とは，「父親も母親も
ともに育児にあたれるような社会，子どもと豊かな時
間が持てる社会（厚労省2018：4）の実現に向けた，各
自治体における将来の社会保障の持続可能性の根幹
にかかわる（厚労省2018：9）子育て支援策である．そ
の支援策とは，親となる次世代のこどもにとって，地
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域の多様な主体が担い手となったネットワークの中
で，世代を超えた相互支援やサービスの質の向上が
経年的に循環する環境が構築されていること」と定
義づけた．具体的には，「効果が期待される親性準備
性学習の経年実施のための人員の確保，財源措置，運
営に要する組織間協力体制，地域住民の相互支援ネ
ットワーク等が，次世代に継承できる持続可能なし
くみとして構築されていること」と意味づけて，本研
究で用いた．
インタビュー調査の中で抽出された親性準備性学習
の継続性に影響を与える要因をさぐるキーワードと並
行して，継続性に関連する地域づくりのキーワードを
整理した．その結果，事業実施者は，委託側行政等と
密に連携し，行政主導から地域主体の地域づくり活動
への展望を意識して，事業に参画する住民団体やボラ
ンティアの拡充にも取り組まれていた．（表2）
親性準備性学習を体験した生徒が，やがて成人期
に入り，ゲスト親子として後輩生徒を支援する側に
なって参加している事例をインタビューから得られ
た．このような支援の循環によって，持続可能な学習
環境のしくみが構築されることを，今回の調査で確
認することができた意義は大きい．
インタビュー調査の分析結果においては，生徒の親
性準備性学習の継続性に影響を与える要因の鍵概念
として，【生まれてきたことへの感謝と自尊感情】【生
徒が描く将来のライフスタイルや親イメージの具体
化】が生成された．得られた素材（データ）から，≪支
援者の動機づけとなった出来事≫　が，実施者側の
継続意思を強く後押ししている．インタビューでは，
いずれの調査協力者も，事業がはじまったきっかけ
に，学齢期から思春期の社会的問題（児童殺傷事件や
自殺等）と，「こんなに子育てがたいへんだとは思わな
かった．」と訴える子育て世代の抱える課題が背景に
あったと語られた．また，授業にあたっては，生徒の
自尊感情が高められるようにと，講義での語りかけ
方や乳児が泣き止まなかった場合の言葉かけの統一
等，細部にわたり配慮されていることがうかがえた．
事例では，生徒一人ひとりが　≪生まれてきたこ
とへの感謝の念≫　≪自分は大切に扱われていると
いう体験≫を抱き，立場や職種の異なるさまざまな
スタッフは，生徒の　≪自尊感情を高める≫　かか
わりを意識していた．　≪中学生と乳児の情動体験
を通して保護者が感じる将来への思い≫　を紡いで
いくことで，乳児が中学生，高校生，社会人になって
も継続できる体制がその地域に根づいていく兆しが
感じられる．
 「みんな自身が魂で生まれてきたんだよーって．小
学校で何回も聞かされるので，中学校になって『親が
勝手に産んだ．』っていう子はいない．（笑）」
Ⅴ　考察
１. 乳児への適切な対処行動に導く要因
乳児（いのち）とふれあう情動体験は，親準備性の
素地に関与する．児童家庭相談の現場では，10代で
母親・父親になった養育者の相談に，乳児の泣き行動
にイライラする，どうしていいかわからないといっ
た訴えがよく寄せられる．乳児の泣き行動への理解
や肯定的に対処する経験が，養育者のいら立ちを抑
制する方向に作用し，親子の関係性を肌で感じ取る
力を育むと考えられる．
インタビュー調査を通じて，プログラムの中で生
徒は，現役の乳児の父母から育児についての語りを
聴き，親が抱く乳児への愛情や責任感について学ぶ．
実際に，母親が乳児の発する表情やしぐさから乳児の
要求を読み取り，共感するような声かけや適度な手
助けをする．これら一連の行為と乳児の反応を，生徒
は真剣なまなざしで観察し，自身の学びとして考察
することがわかった．また，異なる役割や特徴を持つ
男女が，互いに協力しあう大切さも実感する．母と乳
児の関係性を肌で感じとった生徒の感想等から，そ
の学びの奥行きが推察された．
実施主体により，対象となる生徒が同様の体験を
再びあるいは反復して体験できる体系のプログラム
は限られている．それでも，母子の関係性はリアルに
生徒の内面に浸透し，感性を多角的に刺激し，記憶の
鮮明さを保持する効果は高いと考えられる．乳児（い
のち）とふれあう情動体験において，乳児に対する生
徒のイメージ形成は，実際の乳児との接触体験の際に
生徒の感受性を高める作用がありうる．情動体験は，
直接生徒の親性準備性の素地が形成される過程に関
与している．しかし，本事業の長期的効果を期待する
には，このような機会を反復し，生徒も乳児との接触
体験を重ねることで，親準備性が一層育まれると考
える．
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表3　親性準備性育成学習に関するカテゴリー
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また，母子の関係性の観察や乳児との接触体験の
際には，乳児期の発達ガイダンス等の知識と生徒に
解説や意味づけできるスキルを備えたファシリテー
タ （ー専任スタッフ）の果たす役割も重要である． 
乳児期は，養育者との愛着形成の基盤ができる時期
である．同時にそれは乳児期の発達課題であり，乳児
期の発達課題が達成されるか否かは，その後の人生に
おいて健全なパーソナリティが形成されるうえでも
重要であるといわれている．ニューマン（Barbara M. 
Newman）は，「乳児の泣き声は，幅広いさまざまなお
となの反応をひき起こしがちであるが，乳児の発声は
おとなの行動に対する反応であることが多い．」と述
べている（1975：38）．ファシリテーターの生徒への肯
定的なかかわりが将来の親性を育む意義については，
大きく期待されるところである．
乳児の基本的欲求を満たすお世話は，乳児の命を
守り育てる大切な体験であると同時に，ウイニコッ
トらがいう，養育者とくに母親にとっては，わが子と
心の響きあいを感じる直接的な関係性の体験でもあ
る．乳児の発する興奮，緊張，弛緩といった生気情動
を養育者が知覚し共鳴することによって，乳児の行
動観察にもとづく直観的育児がなされることになる．
たとえば，泣いている乳児の様子を察して，安心させ
るように声をかけ，やわらかく抱きかかえ，ゆっくり
と揺らすという行動が自然に誘発される．養育者に
とっては，想像の赤ちゃんと今抱いている現実の赤
ちゃんをすり合わせ，乳児とほどよい関係性を深め
る体験へとつながる．
一方，10代の養育者，経済困窮，未熟な社会性，
DV，コミュニケーション力の乏しさ等，養育者が抱
えるさまざまな要因を背景に，社会的に孤立する傾
向にある乳児家庭には，この関係性の体験が養育者
に喜びの体験として定着する過程において，意味づ
けする第三者の（養育者を支援する）存在が必要な場
合がある．　
関係性の倫理の崩壊から生じた現代家族の問題発
生の背景事情について，川上範夫は「関係体験能力の
不全」を取り上げ，「彼らは周囲との関係性の中で自
分というものを体験してきていないので，自分自身の
内面に苦痛や苦悩を抱えた時も，それを周囲との関
係の中で訴えることができない．つまり，自分が苦悩
しているということを周りの人にちゃんと伝えると
いう動機も技法も持ち合わせていない．」（川上2012：
295）と，指摘している．より早い時期に養育者と乳児
との関係性の体験が相互に肯定的に共有されていれ
ば，乳児が養育者（心理的な親）に対し，特別に情緒的
な結びつきを求める愛着形成に支障を来すことなく，
ほどよい親子関係が形成されていたと思われるケー
スが少なくないであろうと考える．妊娠期はもとよ
り親役割などの準備として，10代から乳児との関係
性体験を強化する必要性がある．
生徒の体験の意味づけには，支援者（専門職）等伴
走者のような存在と，体験を共有することが効果的で
あると考える．不安や戸惑いを感じる生徒の中には，
乳児との直接的な関係体験が乏しいために， 母親・父
親役割や子育てへの現実的で肯定的なイメージが希
薄な生徒が存在する．とくに乳児の泣き行動は，心理
的不安や困惑を招き，否定的感情や衝動的な言動を
誘発する恐れがあることからも，支援者の役割は重
要である．
1993年から母子保健事業として各地で展開されて
きた小中高校生を対象とする保健福祉体験学習の一
つである思春期体験学習や，大学生を対象とした同
様の先行研究は多数あるが，乳児に対する肯定的か
かわりの強化または乳児の泣き行動による不安を解
消する内容のプログラムは，今回の先行研究レビュ
ーにおいても希少であった．乳児の泣き行動には誰
しも困難感を抱くが，理由がわからないと混乱する
場合もあれば，こんなものだろうと泣き止むまで焦
らずかかわれる場合もある．経験知による洞察力や
学習による知識と見通しがあれば，適切な行動がと
れ，成功体験につながる．一方，なぜ泣き止まないの
か，この場をやりすごさなければといった感情は，悪
意はないが結果として不適切な行動化を招き，失敗
体験や否定的感情を生じやすい．このような状況に
あっては，乳児との二者関係で生じた困り感に共感
し肯定的な意味づけができる支援者の存在が必要で
あると考える．体験学習にとどまらず，妊娠期など親
準備性をはぐくむ上でも検証したい課題であり，親
子支援の推進に向けて，今後さらに考察を深めたい
と考える．
2016年度の児童福祉法等の改正では，児童が適切
な養育を受け，健やかな成長・発達や自立等を保障さ
れる権利を有すると明文化された．しかしながら，体
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制強化されつつある現在もなお，児童虐待による死
亡事例は後を絶たない，母子保健の現場では，妊娠を
肯定的に受け止められず，妊婦健康診査未受診また
は妊娠届出に至らないうちは，情報を把握すること
が極めて困難である．解決困難な複数の課題を抱え
る養育者は，相談したがうまくいかなかった失敗体
験を重ねている . 専門職も容易に信頼されないが，出
会う瞬間から個と個の関係を構築していく対話の中
で , 「自分は大切な存在として扱われた」というエピ
ソードを語る養育者は，追い詰められた環境下にあ
っても子どもを守ろうとする気持ちが，生起される
ことがある．「いのちの授業」や「乳児とのふれあい
体験学習」を通じて，生徒を見守り育む支援者の意図
が，その契機となる可能性を秘めていると考える．生
徒にかかわる関係機関にあっては，心身ともに揺ら
ぐ思春期のこどもの発達保障を脅かす環境因を振り
払う努力をし続け，質の高い連携強化とすべての親
子から信頼される子育て支援体系を推進していく必
要があると考える．
２．親性準備性学習の継続性に影響を及ぼす要因
いのちの授業の現場では，助産師が毎回生徒に　
≪誕生の肯定と感謝の念≫　につながるようにと熱
く語られている． 恵まれた生として，いつくしまれ
ていると感じる情動体験は，生徒の自尊感情にもよ
い影響を与えていることが，インタビューから感じ
取れる．生徒は、乳児とゲスト保護者とのかかわりか
ら自己の将来予測をし，「大切な存在」である生徒自
身の誕生の肯定により自尊感情が高められる．親性
準備性の素地が形成されるまで，伴走的役割を担う
支援者に，寄り添い，見守られながら，生徒の潜在的
な親性準備性は成熟へ向かうといえる .
思春期体験学習の評価について，清水らは，「成果
としては，①父性母性の涵養，②生命の大切さの理
解，③子育てに関する知識の普及などがあげられる．」
としている（1994：345）.このことは，今回調査した既
存プログラムの内容においても，乳児との接触体験
と，母親・父親から育児について学ぶことで，乳児や
育児に対する肯定的感情を抱きやすくなる傾向がみ
られるということがわかった．体験学習前に，乳児と
の接触体験のある生徒のほうが，この傾向が顕著で
あった．さらに清水らは，体験学習を受けた高校生を
対象とした調査で，長期的効果についても評価して
いる．体験学習経験者は，赤ちゃんに対してより親近
感を感じており，育児に対し前向きな姿勢が育まれて
いることが推察され，長期的にも体験学習が母性・父性
の涵養に有効であることを示唆している．
一方で，これまで接触体験のなかった生徒の中に
は，机上の事前学習だけでは乳児のイメージが乏し
く，泣き行動への不安を抱いたままの体験学習にな
っていた生徒も少なくない．そのため，体験学習前か
らのマイナスイメージや不安が，体験学習時に表出
し，乳児の泣き行動を誘発して，結果として否定的感
情に結びつく例も存在した．実際の学習場面では，乳
児を抱っこすることを避ける・戸惑う・うろたえる等
の行動が見られた生徒にファシリテーターが実践し
た配慮は，無理に接触させないといったものが多か
った．
この体験学習におけるファシリテータ （ースタッフ）
が果たす役割は大きい．石川らは，「体験学習の効果
に影響を与える因子として実際の体験場面での関わ
り方がどうであったのかを考慮すべきであろう．中
高生とくに男子生徒にとって，乳児に関心を持ち続
けることは難しく，その場面に関わった母親や保健
婦，母子保健推進員，教師等の大人の役割が重要にな
るだろう．」（1997：253）と考察している．ファシリテ
ーター役のスタッフや母親，教諭は，乳児にかかわる
大人のモデルであり，乳児の表情やしぐさから要求
を読み取り判断し，生徒に解説し，適切な対処ができ
るアドバイザー的な存在でもある．大人が泣いてい
る乳児にかかわり続けると，やがて乳児が泣き止む
という関係性の変化は，洞察力のある生徒にとって
は取り込みやすい親モデルにもなり得る．そのよう
な場面の状況理解に基づく体験学習の効果は計り知
れない．生徒に寄り添い，乳児の泣き行動は日常的で
自然な現象であると解説し，親子の関係性を意味づ
ける大人モデルの存在意義がそこにあるといえる．
フレイザ （ーMark W. Fraser）らは，中高生の生態学
的相互作用発達への視座として，子どもの良好な発
達を促進する人と環境との適合状態の特性について，
それ以外の大人との支持的な関係が，子どもの発達
のための安定的かつ安全な基盤を作りだすとし，それ
以外にも，２つの特性として，環境ストレッサーと個
人の対処能力の負荷バランス，有意義な社会参加を
あげている．「安定，負荷バランス，参加の考え方は，
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家庭，学校，友人，地域という文脈的な領域を焦点化
することとあわせて，実践者と教育の専門家が，子ど
もの社会的な対処能力，自律，目的意識，問題解決ス
キルを強化する介入の戦略を立てる足がかりとして
役立つ．」（フレイザー 1997：179）と考察している．
生徒の家庭環境や生育歴等の背景を十分には把握
していない時点から，親性準備性学習が行われてい
る．プログラム実施にあたっては，学習目的と照合し
つつ，個々の生徒が，支援者と【安心できる関係性】を
築け，養育者や乳児とのふれあい体験を通じて【将来
の自分への期待】を抱き，家族・友人・教員・地域等，生
徒の体験学習に関与する【親密な人から期待される役
割と効力感】を自覚しできる社会参加の機会にもなり
得る．体験学習を通じて，関与する大人との支持的な
関係は，【自分は大切に扱われているという体験】と
人への信頼感を高めると考える．それは，生徒の将来
に起こり得る健康危機，ときには，予期しない妊娠と
いった問題にも，対処しようとするスキルを発揮し，
仮に，家族にも相談できない状況下にあっては，【支
援者を介して地域社会とつながる】可能性を生みだす
と考える．その可能性を引き出すには，関与する大人
間の共通認識と，継続性のある性と生に関する学習
機会の保障，地域における体系化が課題である．
３． 親性準備性学習と地域の児童虐待予防対策に影響
を及ぼす要因
エリクソン（Erik H. Ericson）は，老年者の祖父母
的生殖性が発揮されると，祖父母やアドバイザー，教
師といった役割は，「すべての年代の人々との現在の
関係性の中で祖父母的生殖性を経験するための大切
な社会的機会を，年老いた老人に与える．これらの人
間関係において，人は，他者への外向きの世話と自己
への内向きの関心とを統合しようとする．」（1990:78）
と述べている．さらに，祖父母的生殖性の能力は，次
の世代，世界全体としての存続への関心に結びつけ
るとしている．
本研究では，老年期のボランティアが，乳児の現実
的な欲求を満たしながら，乳児のお世話をしている
乳児の母親や保護者に対し，あたたかいまなざしで
見守っていた現場の様子をインタビューで聴取した．
ボランティアは，人生においての社会的役割感を実
感し，生徒の潜在的な親性準備性や発達準備性を，過
去の情景と重ね合わせて「体育館の扇風機のそばで
ニコニコしながら」見つめていたかのようにも思え
る．生徒や乳児とその母親が，同調的ななごんだ空気
のなかで，相互に関係しあいながら，世代間を生き生
きと行き交い，新しいいのちの誕生が発達過程を再
創造させるかのように，老年期の課題が統合へと向
かうようにも思える . 親性準備性学習は，個人レベル
においては，あらゆる世代にとって，世代性を行き交
う自己像の統合の契機として意義深い．世代間で連
続性をもつ同調的でなごやかな空間において，それ
ぞれの要求を満たす生き生きしたかかわりあいによ
って，個人の発達上の要求や課題を達成しながら，子
どもを育む可能性のある人として，成熟に向かおう
とする個人が備え持つ素地であると考える．
生徒の家庭では，学習した生徒を介して，生徒とそ
の保護者・家族間で共有し，誕生から現在までの話に
よる再体験や，保護者も同様に再体験や回帰するこ
とが起こり得る．
地域レベルでは，地域のあらゆる人や団体等が協
働で展開することによる健康増進，社会性の回復・向
上，育児支援や児童福祉の推進等，健康的かつ社会
福祉的な効果も期待される．
親性準備性とは，親性（子どもをいつくしみ、育もう
とする心性であり，幼少期から生涯にわたり，発達す
る，子の親であるかどうかに限らず誰もが持つ特性）
の形成過程において親となる以前から段階的に形成
される資質」と定義されている．（佐々木 ,2007：17）
今回のインタビューを介して考察した「親性準備
性」は，乳児とふれあう情動体験と，いのちの授業の
現場の情景やそこにかかわりあいのある関係者が，
世代間で連続性をもつ同調的でなごやかな空間にお
いて，それぞれの要求を満たす生き生きしたかかわ
りあいによって，個人の発達上の要求や課題を達成
しながら，子どもを育む可能性のある人として，成熟
に向かおうとする個人が備え持つ素地であると考え
る．
スティール（B. Steele）は ,ネグレクトについて「養
育者には子どもへの共感性が欠如している」事態を
指し，第一段階を子どものサインを推察する段階，第
二段階を子どものニーズに適切な反応を示して援助
する段階とし，「他者に共感する」という感情は，学習
することによって初めて身につく才能である．」と述
べている．さらには，「共感の不在こそ，虐待の世代間
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連鎖の決定的な要因である．」と述べている（スティ
―ル1997：179）．「他者に共感する」体験を学習する
には，【支援者を介して地域社会とつながる】，人との
つながりによる共感された体験から，乳児とその母
親に共感することを，体験学習で学ぶことに学習の
意義があると考える．
小林美智子は ,「親の生育歴を理解しての ,共感性
ある支援が ,子どもを守ることを可能にする .」とし ,
「親を尊敬 ,背景を理解しようと努めて ,ゆっくりと話
を聴く」普段の対人関係における支援者側の関係の
とり方が治療手段につながるとしている（2014:32）．
この点において，乳児とのふれあい体験学習では，生
徒と教員，ファシリテーターをはじめとするスタッフ
各々が，ゲスト保護者を尊敬し，子育てに奮闘する姿
を想像しながら，妊娠から出産までのエピソード，子
育ての実際等の語りに共感し，敬意の眼差しを傾け
る．各々が醸し出す，包み込むような空気を感じ取る
と，次第にゲスト保護者の緊張がほぐれ，場見知り・
人見知りで大泣きしていた乳児も母のやわらかい声
掛けと抱かれた心地よさに，指しゃぶりしながら徐々
に落ち着いてくる．生徒・ゲスト親子・支援者の三者
間の共感性のあるまなざしと対話の質が，親子と社
会との【つながり】を感じる契機となる瞬間になりう
ると推察する．信頼関係が新たに形成され，育児スト
レスや社会的孤立感がわずかながら軽減する可能性
を潜在している．H．Kempeが唱えた虐待克服の４
条件として，社会的孤立解消，生活ストレス軽減，子
の症状の軽減，親の育児改善や治療があり，１つでも
なくせば改善が始まるとしている．
親性準備性学習を反復して体験した生徒個人が，
こどもとして【いつくしまれているという情動体験】
を身近な人との間で愛着関係を構築しながら，人へ
の基本的信頼を形成し，乳児とのふれあい体験学習
といのちの授業をはじめ，さまざまな経験を積み重
ねて，心理・社会的に発達しつづけることは，思春期
の発達保障の点で意義深いといえる．
さらに，親性準備性学習プログラムの効果は対象
生徒に限定されず，関係者や地域住民にも児童虐待
防止や子育て支援によい影響をもたらす効果が認め
られている．体験学習の現場は，さまざまな関係のな
かで，世代間を行き交う自己像がいきいきと語り合
い，あたたかなまなざしで見守られ，生徒は自己像を
拡大縮小，回帰，内省，称賛，想像等さまざまに変え
ながら統合していく様相を見せる．いつくしまれて
いるという情動体験のもつ意味は，個人の，のちの親
性準備性の発達と学習へも影響すると思われる．こ
とに，乳児期のそれは個人間たとえば親子間におい
ても，個人の親性準備性に直接的影響が及ぶと思わ
れる．
４. 現場実践への示唆
西平直は，エリクソンの「すべての社会は子どもか
ら親へと発達していく過程にある人間で成り立って
いる」（CS405）理論に立脚し，「社会の問題を論ずる
ときに，子どもの視点を見落とすならばその本質が
見失われてしまう，もしくは問題の解決を見失うこ
とになってしまう，ということなのである．」（1993：
104）と述べている．おとなとこどもの関係は，こども
側からみると，不平等で容易に支配関係になり得る
不可避なものであるが，寄り添い補い合う相互補完
的になり得てこそ，互いに高め合い成熟・発達に向か
うと考える．乳児の場合は，相互補完的関係が情緒的
な安心感や人への信頼につながる．さらに，教える -
教えられるという点では，親性準備性学習における
生徒とゲスト保護者，生徒とファシリテーターの関
係もまた，互いに寄り添い合うような相互補完的関
係が構築されれば，学習効果も高まり，双方の役割充
足感や人としての成熟・発達に向かうことが期待され
る．
Ⅵ　結論
思春期からの親性育成支援の体系化，とくに乳児
との関係性体験を重視したふれあい体験学習は，児
童虐待の予防的側面から，リスク低減化の上でも必
要性が高い．本研究を通して考えられた親性準備性
とは，乳児期の人への基本的信頼を基盤に，「愛され
ている」「守られている」体験が乳児期から生涯にわ
たり，発達する過程で形成される，誰もが備えうる特
性であるということが確認された．その形成過程は，
乳児と養育者または世話する人との接触で起こり得
る，互いに響き合う生き生きとした情動体験が，幼児
期・学齢期・青年期・成人期の間に，反復されるほど発
達準備性を増大させつつ成熟に向かい，老年期に至
って統合される世代間を行き交う様相である．同様
に，本研究を通じて論じる親性準備性学習とは，「い
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つくしまれているという情動体験」と「自己像の将来
予測」，児童虐待の世代間連鎖の決定的な要因である
「他者に共感する」体験を学習するには，【支援者を介
して地域社会とつながる】人とのつながりによる共感
された体験から，乳児とその母親に共感することを，
体験学習で学ぶことに学習の意義があると考える．
地域の人と人との親密で安心できるつながりを鍵概
念に，分析結果を概観した結果，児童虐待防止と地域
の子育て支援をめざしたライフサイクルにおける親
性準備性学習の意義が示唆された．
本研究では，４名の専門職と１名のNPO法人主催
者という限られた調査対象者からのインタビューで
あったため，一般化については限界がある．今後は，
さらに研究対象者を増やすことにより，本研究の確
証性を確認したい．
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